
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先
日
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
、 

「
こ
の
学
校
の
い
い
と
こ
ろ
は
何
？
」 

と
聞
き
ま
し
た
。
「
あ
い
さ
つ
」
「
笑
顔
」

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
マ
ッ
プ
」
「
声
が
大
き

い
！
」
と
出
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
発

言
が
、
す
っ
と
で
て
く
る
こ
と
、
と
っ
て
も

嬉
し
い
で
す
。
白
中
の
誇
り
で
す
！ 

  

先
日
の
生
徒
総
会
で
は
、
今
年
度
の
生

徒
会
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
三

年
生
を
中
心
に
し
た
運
営
、
全
学
年
の
発

表
、
参
加
す
る
態
度
な
ど
、
引
き
締
ま
っ

て
い
て
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

民
主
的
な
物
事
の
進
め
方
を
学
べ
る
い

い
機
会
で
し
た
。
総
会
の
議
事
と
し
て
、

今
の
学
校
の
課
題
（
授
業
の
受
け
方
、
教

室
環
境
、
制
服
の
着
こ
な
し
や
そ
の
他
具

体
的
な
も
の
）
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
学
級
か
ら
の
提
案
と
し
て
、

ト
イ
レ
窓
の
目
隠
し
、
体
育
館
床
の
修
繕

な
ど
施
設
に
関
す
る
も
の
、
決
ま
り
や
マ

ナ
ー
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
学
校
が
、
過
ご
し
や
す
く
、
誇
れ

る
学
校
に
な
る
よ
う
、
緊
急
性
の
あ
る
も

の
は
素
早
く
、
ほ
か
の
も
の
も
、
そ
の
意

義
や
目
的
を
み
ん
な
で
確
認
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

  

今
、
日
本
は
世
界
の
中
で
も
、
数
学
や

科
学
、
国
語
の
力
は
高
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
自
分
で
決
め
た
り
、
自
分

で
学
ん
で
い
く
力
は
、
一
番
低
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
（
２
０
２
２O

E
C

D
P

IS
A

調
査
）
。 

変
化
の
大
き
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
生
き

て
い
く
上
で
は
、
自
ら
学
ぶ
こ
と
に
関 

令和６年 
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学校教育目標 

自ら考え、お互いを認め合い、 

社会と関わろうとする生徒の育成 

スローガン  一人ひとりが主役の白中 

 

一
緒
に
学
校
を
創
る
（
生
徒
総
会
・
ハ
ウ
ス
制
度
） 

心
を
持
ち
、
見
通
し
を
持
っ
て
、
粘
り
強

く
取
組
み
、
自
己
の
学
習
活
動
を
振
り
返

っ
て
、
次
に
つ
な
げ
る
と
い
う
主
体
的
な

学
び
が
大
事
で
す
（
文
部
科
学
省
）
。 

  

先
月
か
ら
、
ハ
ウ
ス
制
度
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

本
校
は
、
学
校
教
育
目
標
と
し
て
「
自
ら

考
え 

お
互
い
を
認
め
合
い 

社
会
と
関

わ
ろ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成
」
を
掲
げ
て

お
り
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
二
つ
の

柱
と
し
て
「
だ
れ
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
」
「
自
律
」
を
設
定
し
、
日
々
の
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
新
た
に
朝
十
五
分
の
活
動
と
し
て

「
ハ
ウ
ス
制
度
」
の
導
入
を
六
月
か
ら
始

め
ま
し
た
。
縦
割
り
班
に
よ
る
生
徒
の
自

律
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

   

ハ
ウ
ス
は
、
み
ん
な
の
や
り
た
い
こ
と
を

基
本
に
、
様
々
な
価
値
観
を
尊
重
し
、
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
、
合
意
形
成
を
し
て

い
く
場
で
す
。 

 

そ
の
活
動
の
中
で
は
、
思
い
通
り
に
い
か

な
か
っ
た
り
、
し
っ
く
り
こ
な
か
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
多
様
な
関
わ
り
を

持
つ
こ
と
で
、
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、
対
話

を
通
し
て
よ
り
良
い
形
を
模
索
し
て
い
く

と
い
う
過
程
を
、
ハ
ウ
ス
制
度
を
通
し
て

体
感
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

「
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
は
、
全

員
に
、
自
己
表
現
の
、
自
己
実
現
の
機
会

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
、
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
誇
り
の
持
て
る
白
中
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
、
一
緒
に
学
校
を
創
り
ま
し
ょ
う
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
学
校
長
） 

自
分
で
学
ん
で
い
く
力 

一
緒
に
学
校
を
創
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

 

こ
の
学
校
の
い
い
と
こ
ろ
は 

立
派
な
生
徒
総
会 

ハ
ウ
ス
制
度
の
導
入 

生徒会役員・３年生を中心に自分たちで進めた生徒総会 決意表明をする全学年の中央委員 右学級のスローガン 

 異学年集団で、ペーパータワーに挑戦 

ハウス活動 １年生歓迎椅子取りゲーム  ハウス活動 脳の仕組みを考える 

 ハウス活動 読書・学習の静かな時間  ハウス活動 お題をもとに対話の時間 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜 行      事 部活 

１ 月 街頭指導 × 

２ 火  × 

３ 水 期末テスト × 

４ 木 期末テスト  × 

５ 金 期末テスト 育友会役員会  

６ 土 通信陸上  

７ 日 通信陸上  

８ 月 ALT 図書館司書  

９ 火   

10 水 職員会議 白中夏祭り実行委員会 × 

11 木 ３年オーストラリアとの交流  

12 金 壮行会   

13 土 郡総体（陸上・野球・テニス）  

14 日 郡総体（バレー・野球・テニス）予備（陸上）  

15 月 郡総体予備（バレー・野球・テニス） 海の日  

16 火 SSW  

17 水 図書館司書  

18 木 ＳＣ × 

19 金 終業式・大掃除 給食なし  

20 土 郡総体（野球） 予備（テニス）  

21 日 予備（野球）  

22 月   

23 火 二者・三者面談 ＳＣ  

24 水 二者・三者面談 × 

25 木 二者・三者面談  

26 金 二者・三者面談（午前）  

27 土 県総体（野球・テニス）  

28 日 県総体（野球・テニス）  

29 月   

30 火 県総体予備 ＳＣ  

31 水  × 

８月の主な予定 
１日（木）スクールカウンセラー 白浜踊り 

3日（土）県吹奏楽コンクール 

５日（月）１，２年学年登校日（定刻登校） 

８日（木）午後３年登校日（学校） スクールカウンセラー 

９日（金）終日３年登校日（アンカー） 

１３日（火）～１５日（木） 閉庁日 

２１日（水）全校登校日（定刻登校） 

２２日（木）スクールカウンセラー 

２６日（月）中学生議会 

３１日（土）白中夏祭り１５：００～１８：００ 

紀南 goodに学校便り掲載 

すて木 

民生委員様や、ご訪問いただ

いた方に、コメントをいただ

いています。花が開いてきま

した。 

満開になるといいな！ 

白浜中学校平和月間 

白浜中学校コミュニティスクールの１つの活動として、生徒提案

「白中夏祭り」のプロジェクトが進んでいます。８月３１日（土）に、

本校中庭をメイン会場に、屋台部（公民館、商工会青年部、白浜コ

スモスの里等のご協力）、ダンス部（白浜婦人会との盆踊りプロジ

ェクト、みんなで踊るダンス企画、有志生徒ダンス発表）、教室企画

部（南紀オレンジサンライズさん、公民館のご協力で縁日的なも

の、育友会の出し物など）、広報部に分かれて計画を進めていま

す。当日、ご協力いただける方も募集していますので、よろしくお願

いいたします（白浜中学校 ４２－２４４４）。 

 

～実行委員長 小森寛太（３年）さんからのメッセージ～ 

この白中夏祭りは、学校と地域とのつながりの強化・コロナの影

響で減ったイベント再開のきっかけづくりを目的に開催したいと思

っています。今回のイベントで、地域の人がやっていることを自分た

ちが知り、そのことで、新たに一緒に何かをする取り組みが生まれ、

学校と地域のつながりがさらに強くなればいいと思っています。こ

の白中夏祭りでは、大人も子供も、自分の新たな発見や視点を見

つけ、地域の活性化に、地域の将来に生かしていければいいなと思

っています。ご協力、ご来場、よろしくお願いいたします。 

 第２回実行委員会の様子 生徒のアイデアを実現する方向ですすんでいる 

町役場に本校生徒校黒板アート 

３年山村海空瑠さん、 

高松咲弥さんの黒板ア

ート作品が、役場玄関

に新しく作られた、総

合受付待合にありま

す。役場の若手職員の

企画だそうです。ぜひ、

直接ご覧ください！ 

２年家庭科 戦中の生活 

 日常の中の平和とは ３年英語で長崎について学ぶ 

 オーストラリアの平和 

     → 

沖縄慰霊の日の前

に、沖縄戦につい

て学ぶ平和集会 

     → 

オーストラリア

の中高生による

プレゼン 


